









































(σ.2) A E江ならばACE I 
(0. 3) Ai 巴且(i= 1，2， ...)ならばlJAi E I
且上で定載される実数値関数Pが次の条件を満たすとき確率測度と呼ば
れ.3つの組 (Q.l. P)を確率空間という。
(P. 1) 任意のAε且に対し.P (A)注O
(P. 2) P (Q) = 1 
166 ( 166) 
社会空間モデルの構想
(P.3) Ai ε月(i= 1， 2， ...)が互いに素，すなわち AinAj(i =F j)が
空集合併であるとき，P(Q1吋=tplpw
さて， XとYを任意の 2集合， Sx， S1'をそれぞれX，Yの部分集合族と






合族τが次の 2条件を満たすとき， τをYにおける位相， Yを位相空間とい
つ。
(τ.1) 集合 Yと空集合併とは τに属する。


















































CUo Qk' kUO Pk) ， ， ?? ? ???
も確率空間となる(7)ので，上記確率空間(1)'における雌判憶をと，事象
んを
ん=QOXQ1X…X Qp-l X B (QP-l Uム*Qp)
とおけば，k =ρとしたときの確率空間(1)における標本空間 B(Qpー lU
ムネQp)の任意の要素K;に対して
P'h (K;内Jh)九(10=~ P ，u~Jp 




Tf% : B(Q" I UムキQk) →人 (人口)
Xk : B (Qk-l UL¥*Qk) → I! (年代別男性人口〕
1; : B (Qk-I UムキQk) → I~ (年代別女性人口)
Zk (== Xk+瓦): B (Qk-l Uム*Qk) → I~ (年代別人口)
( 169) 169 
政経論叢第84巻第 1・2号
ここで，1+は非負の整数からなる集会， αは年代の分類数，I~ は α 次元ベ
クトル空間である。それぞれの可測関数の定義域と値域が示されていること
からわかるように，確率変数 H{，Xk， 1;， みはそれぞれk時点における人口，
年代別男性人口，年代別女性人口，年代別人口を表す。特に，













Qkの任意の 2つの要素(人間〉 α，βの親等をD(α，β)という 2変量関数で

























i|:10Bω → Bω 
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が}l{kの少なくとも一つの要素に属するという現象を確率現象と考えること





記号 ぇ: 義 要 素 部分集合
JKk k時点に存住する経済 経済主体(人間の集 経済主体からなる集合
主体からなる集合(社 団') (社会を形成する場合
会を形成する) がある)
Qk k時点に生存する人々 人間 人憾の集団・ OKkの要
からなる集合 索に相当する場合があ
る)
B (Qk) Qkの巾集合 人間の集団・ (JKkの 人間集団.からなる集
要素に相当する場合 合 (JKkに相当する場
がある) 合がある)








L: 2Qk (2ω;) = 1 
が成立するので，前節と同様に σ加法族を使うことなく，離散型確率空間
(B2 (Qk)， 2Qk) ( 2 ) 
172 ( 172 ) 
社会~rltlモデルの構想
ができあがる。このとき，直積によって作られる空間




度を 2(J p' 事象 2んを
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?? 、 、?? ??
?
とおくと，確率空間(3)'における標本空間の任意の要素 jK;に対して
AfQ. (lK/ilλ) ~Qf) (lK) 1 ~};'J"'''''' 'jJt 
~ -， ，- ~Qp C]p) 
が成立する。
確率空間(3)'上の確率変数としては，任意の経済主体Aに対して
wk (A) : B (Qk) → ム (k時点においてAに属する人の数)
Xk(A) :B(九) → I! (Aに属する年代別男性の人数)
1% (A) : B (Qk) → I! (Aに属する年代別女性の人数)
Zk (A) : B (仏) → I! (Aに属する年代別人数)
という前節と同様の確率変数が定義できることに加えて，
T{ (A) : B (Qk) → Qk (k時点におけるAの代表者)
という確率変数も定められる。これは仏が位相空間であるととによる。
さらにAが経済主体であることから，
一日(A): B (Qk) → RlI (k時点におけるAの負債)
十Uk(A) : B (Qk) → RlI (k時点におけるAの資産)













































Ga (A， B) = [100+0xi， 0， ・，O]T 
と表現できる。ただし tは虚数単位であり，右辺ベクト jレの第 1要素が円建
て金額を表している。またベクトルの右肩についている Tは転置を返す。
【取引例 2] 家計Aに属する人が家計のために b時点に ATM(現金自動
預払機)で 1万円を引き出した。






Gb CC， A) = [lO，OOO+oxi， 0，…， oF 














































それでは表 2に基づいて資金移動関数を表現してみよう。表 2の時点 G
においては輸出契約により輸入企業Eが債務増，輸出企業Dが債権増であ
るので




Gb (F， D) = [0 + 1，000，000，000 i， 0十Oi，…，O+OiY 
となる。そして表2の時点 Cでは手形支払いのため外銀Gに開設されてい




Gc (E， G) = [O-l，OOO，OOO，OOOi， O+Oi， '， 0十Oi]T
となる o :1ft後に表2の時点dでは邦銀Fに開設されている G行口座より送
金相当額を引き落とす形安とる O 従って G行からみて債権の減少であり















Ga (X， Y) = [0+452，600，000i， O+Oi，…， O+OiY 
が得られ，米ドル通貨を基準とする債権・債務関係として
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の観点から， 2008年 10月より交換尻の受払を行う方式から RTGS(取引ご
とに 1件ずつ直ちに決済する)方式へ移行しており 06九円資金の受払はX















Gb (X， N)ニ [0-452，600，000 i， 0十oi，…， O+Oi]T 
























Gk (11， B) = J:-1 Gt (A， B) dt 
という新たな関数G/(を定義する。
この関数 Gkから派生する関数として以下の 5つを紹介しておこう。まず
( 181 ) 181 
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はk時点における経済主体の集合}Kkの要素を Eici = 1， 2，…， n)とした
とき，任意の経済主体Aに対して
_Gk (A)ニ.LGk (A， E) 
+ Gk (A) L Gk (Ei， A) 
とL、う支払と受取を表す関数が考えられる O
次に上に掲げた関数 Gk(A， B)の定義域を}KkX双kから B(Qk) X B (Qk) 
へ拡張することによって







Gk (A) : B (Qk) 
+ Gk (A) : n (Qk) 
←一三歩
一、





















9， -8，一7，-6， -5，生 -3，-2， -1，0，十1， +2， +3， +3.5，十4，+4.5， 










ρk = U{cJk ciは任必:)




















状態 Qo'最終状態 F，出力記号の集合 A，出力関数 Aの級 (Q，2: δ，Qo， 















歴史上， 1与に時差や流通過1Aが変更され，領域自体が支更を受ける ζ とに
対しては，進化オートマトンの考え方を応用する。進化オートマトンとは，
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